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伊賀市まちづくりアンケート（市民意識調査）         資料№３ 

 ９．「多文化共生」について 

伊賀市には、約 5,600 人の外国人住民が住んでいます。市では日本人住民と外国人住民が同じ伊賀市民

として交流し、多様性を認め合う「多文化共生社会の実現」を目ざしています。市民の皆さんが日ごろ感

じる外国人住民との関わりや考えについてお答えください。 

 

【交流について】 

問 1 あなたの自身について、当てはまるものに〇をつけてください。 

    

１．日本人   ２．日本以外の国籍  ３．家族の中に外国出身者がいる 

 

                                            

問2 近くに住む外国人とどのような付き合いがありますか。 

１．あいさつをする程度  ２．日常生活の話（世間話）をする程度 

３．困ったときに助け合える程度 ４．家族同様に親しく付き合う程度 

５．付き合いがない  ６．その他（           ） 

 

問 3 伊賀市に暮らす外国人が増えることについて、どう思いますか。１つ選んでください。 

１．良いことだと思う ２．どちらかといえば良いと思う 

３．あまりよくないと思う      ４．不安や問題があると思う 

５．何も思わない  

 

問４ 問３で１．良いことだと思う、２．どちらかといえば良いと思う と答えた方にお尋ねします。 

その理由は何ですか。あてはまるもの全てを選んでください。 

１．外国の文化に触れることができるから 

２．グルーバルな視点や多様な人と関わることで視野がひろがるから 

３．新しい考えや習慣に触れることで刺激を受けることができるから 

４．若者が増えて、まちに活気がでるから  

５．税収が増えたり、消費拡大につながるから 

６．海外から優秀な人材が来ることで、地域力が上がるから 

７．その他（                       ） 

 

問５ 問３で ３．あまりよくないと思う、４．不安や問題があると思う と答えた方にお尋ねします。

その理由は何ですか。あてはまるもの全てを選んでください。 

１．言葉が通じないから ２．治安が悪くなるから 

３．文化や習慣の相互理解が難しいから   ４．日本人の雇用が減るから 

５．外国人向けの施策やインフラ整備などで社会的負担が増えるから  

６．日本人と外国人のトラブルが増えるから ７．その他 
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問６ 多様性社会への関心の理由はなんですか。あなたの考えに近いと思うもの全てを選んでください。 

１．異文化に興味があるから ２．外国旅行が好きだから  

３．新しい考えや習慣に触れることで刺激を受けることができるから 

４．興味はないが、お互いを知ることは大切だと思う  

５．違いを知らなければ、理解できないから 

６．知りたいと思わない   ７．その他（                       ） 

 
 
 
問７ 相互理解を深めるために地域でどのような交流をしたいですか。あてはまるもの全てを選んでくだ

さい。 

１．となり近所の 人と 親しくしたい（あいさつなど） 

２．自分たちの 文化を 紹介したい 

３．日本の文化や 習慣などを教えたい 又は、教えてほしい 

４．ボランティア活動に参加したい 又は、参加してもらいたい 

５．祭りなど 地域の 行事に 参加したい 又は、参加してもらいたい 

６．趣味の サークルに 参加したい 又は、参加してもらいたい 

７．交流は したくない 

 

問８ 外国人住民が日本で生活する上で、困っていることは何だと思いますか。あてはまるもの全てを選

んでください。 

１．言葉が分からないこと（生活のルール、保育所・学校で子どもの相談ができないこと） 

２．書類や手続きが難しいこと 

３．非正規雇用や契約社員など、雇用形態が不安定なこと 

４．手紙や文書に翻訳がないこと 

５．公共交通機関があまりないこと  

６．日本人と外国人で制度やサービスに差があること 

７．病院で言葉が分からないこと 

８．地震や大雨などの災害時の行動や情報について 

９．母国と違い、頼れる家族が近くにいないこと 

１０．その他（                        ） 

 

問９ 外国人住民や日本人の住民と接する中で困っていることや、交流・共生しつつ住みよいまちづくり

に必要なことは何だと思いますか。自由に意見を書いて下さい。 

 

 

 

 

 


